




















































































































































































































































































9） 岩手県立図書館所蔵。『南部叢書』第 1 冊。











景晋に，2 月 10 日突然松平忠明の巡見に同行
するようにとの命令がくだった。
　この旅は，3月19日に伝馬朱印状を受け取り，
















鬼死骸村には鬼石といって 7 尺に 4 尺ほどの人
面に似た石がある。平泉のあたりに達谷村があ


































6 尺 2 寸腰回り 5 尺で，立烏帽子に鎧を着，七
つ道具，長刀を伺につき，衣川の中瀬で討ち死












































































敷を頭に巻くという。今日から銭 96 枚を 100
文とする。左につづみという大きな池がある。














わなかった。仙台は 60 を 1 里とし，南部では
70 をこみちという。









































た男が，南部富士は 5 月 25 日が人の登ること
ができる日で，その前は雪で登ることが難しい。































源義家が奉納したという高さ 2 尺，径 4 尺の陣
佂がある。鍔（佂の胴のまわりの張り出し）は




















































































4 月 8 日　五戸から七戸









































8 月 18 日　青森から野辺地
　（前省略）野辺地泊。当所の役人山田軍平が
挨拶に来る。
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8 月 23 日　沼宮内から盛岡
　　　愛用の矢立













8 月 25 日　花巻から水沢
　薄曇り，七時過雨。六時出立。前沢で昼休み。
金ケ崎は人足継場。水沢泊。


















　景晋 2 度目の南部旅行は，文化 2 年から翌 3
年にかけて足掛け 2 年間の旅となった。前回の




















5 月 8 日，蝦夷地に向けて出発したのが 8 月 13
日であるから，約 3 ケ月ほどの短い江戸滞在
だった。なお，蝦夷地への出発日は『徳川実紀』
によると 8 月 15 日となっているが，未曾有後




三伯で渡海し，松前には 10 月 3 日に到着した。





























































































9 月 4 日　三戸から五戸
　六時出立。麻水（浅水）で休み，五戸泊。
9 月 5 日　五戸から七戸
　六時出立。藤島で休み，七戸泊。









































は 6 丁を 1 里として話したのだろう。











































































7 月 8 日　佐井
　なお信宿（二晩泊まる）。郷書を受け取る。






















































































7 月 14 日　七戸から五戸
　六時出立。藤島で休み。五戸泊。
7 月 15 日　五戸から三戸










































7 月 18 日　沼宮内から盛岡
　六時出立。渋民で休み。盛岡泊。




7 月 20 日　花巻から水沢
　六時出立。黒沢尻で休み。水沢泊。
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　旅の行程は以下のとおりである。6 月 11 日
江戸を出発し，奥州街道から大間道をぬけて下
















































6 月 28 日　盛岡泊。29 日沼宮内泊。7 月 1 日
一戸泊。2 日二戸泊。3 日五戸泊。4 日七戸泊。
5 日野辺地泊。


















7 月 9 日　佐井泊。（以下省略）
【復路】




































































































































































































9 月 22 日　黒崎から小本







































































































































































































































































村で休む。唐丹からの 3 里 3 町をここでは小道
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